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（論文審査の要旨）

ロズマリン酸 rosmarinicacid (RA）は植物由来の天然ポリフェノーノレの一種で，

紫蘇やローズマリー、レモンバームなどに含まれ、抗酸化作用、抗アレノレギー作用

などを有することが報告されているが、ラット孤立ストレスに対する作用について

は明らかにされていない。

俵積回らは Wistar系雄性を 1週間 lケージに 1匹で飼育する孤立ストレス群と

1ケージ 3匹で飼育する対照群に対し、体重変化、攻撃性評価、血疑コノレチコステ

ロン濃度、牌臓NK細胞活性の変化を指標として RA投与の効果を比較した。この結

果、孤立ストレス群では体重増加率、攻撃性、血疑コノレチコステロン濃度が有意に

増加し、牌臓 NK細胞活性が有意に低下するのに対し、孤立ストレス＋RA投与群で

はいずれも有意な変化を認めなかった。

以上の結果から RAにはラット孤立ストレスによる行動や生体変化を抑制するこ

とが示唆された。

（ ｜ 本論文は RAの作用に関して新知見を有し、ー問、学位論文に値すると判定した。
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